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はじめに

　時代は昭和から平成に変わって、もう20余年がたちました。
　時代と共に国民のニーズも多様化し、多種多様のグッズであふれ、どれをど
ういう基準で選んだらいいか迷うことがしばしばです。
　また、時代にマッチした旅行も多く企画され、ニーズも“より速く、より遠くへ、
より安全に”をモットーに、毎日新聞紙面のどこかで旅行案内を目にします。
そして、ゴールデンウィークや正月ともなれば、100万を超える人々が海外へ飛
び立っています。国内にあっては、高速道路が網の目のように張りめぐらされて、
高速バスを利用した観光ツアーが人気を呼んでいます。今、国内観光ツアーと
いえば、航空機、新幹線、高速バスの三つ巴の様相を呈しています。家族旅行
はマイカーが定番となっています。
　このような時代にあって、すっかり取り残されてしまったのが、ローカル線を
組み込んだ鉄道を旅することではないでしょうか。
時代は錯誤しますが、今から30年前までは鉄道による旅行が当たり前だった
のです。わが国の高度成長に歩調をあわせ、レジャーも多種多様化していきま
した。旅行そのものも“より速く、より遠く”へ求めるニーズが高いのもうなず
けます。その一方で、すっかり取り残された感のある地方の鉄道各社はトロッ
コ列車やSL列車等のイベント列車を多く走られ、客を呼び込もうと躍起になっ
ています。このような時代にあって、レトルな感情も芽生え、時代に逆行するか
のように、イベント列車（トロッコ列車、SL 列車や季節特定の観光イベントなど）
を利用して旅を楽しむ人たちも多くいるのも事実です。
　私もその一人であります。旅行そのものも大きな楽しみですが、それ以上に
楽しみなのが、旅行を企画する段階からの関わり方にあります。今度の旅行の
ハイライト（最も興味のある中心部分）を何にしようか、一人旅にするのか、誰
かを誘って共に旅を楽しむのか、あるいはツアーに参加するのか、日帰りにす
るのか、温泉宿などで宿泊するのかなどによって旅行の組み立てが異なります。
しかし、共通するのは、旅行ガイドからの情報をできるだけ多く集め、限られた
コース、時間の中でどう演出するかだと思います。
　愚劣なことですが、ここでは一人旅を想定した組み立て方を述べてみたいと
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思います。初めの段階では今回の旅行のハイライトを何にするかを決めること
が重要になってきます。例えば、日帰り旅行の場合、より楽しい旅行であるた
めに付加価値の高いトロッコ列車や SL 列車を利用する方法、また、春は桜、
初夏の新緑、秋の紅葉、冬の雪景色など季節を堪能する場所の選定、あるい
はロープウエイによる空中散歩を組み合わせた企画など、それぞれハイライト
に応じて資料を集めます。それが旅行企画に小躍りするほど夢中になれるの
が不思議なくらいです。私は「青春18キップ」を利用して、何本もの鉄道路線
を乗り継いで、一日中鈍行列車に揺られ旅するのもレパトリーの一つとなって
います。わずかの時間でも駅舎を観るのも忘れません。

　そのニーズを満たしてくれるのが「青春18キップ」です。その最大の魅力は
一日乗り放題ということです。一日でどれだけの距離を稼げるかという一種の
挑戦でもあります。事例をあげれば切がありませんが、その事例を紹介します。
　東京を起点とする1日周遊コースの中から、中央本線～飯田線～東海道本
線を周遊するコースを選びました。このコースは乗りっぱなしという点では距
離、時間ともに日帰りコースとしては十分条件を備えており、山岳コースですの
で、都会で生活するものにとって心が洗われるような気持ちで一日中列車に揺
られるという点では大変魅力的です。乗車したのは数年前ですが、乗車時間・
乗り継ぎ時間は最新版（時刻表 2012年 6月号）に置き換えてあります。まず東
京駅（7時 37分）～高尾駅（8時 35分）間中央快速に乗車、すぐ高尾駅で中央
本線に乗換えます。高尾駅（8時 46分発）～小渕沢駅（11時 4分着）、小渕沢
駅では名物の駅弁を購入、小淵沢駅（11時 37分発）～岡谷駅（12時 24分）乗
り継いで岡谷駅で飯田線に乗り換えます（飯田線は辰野駅～豊橋駅間）。岡
谷駅（12時 27分）から豊橋駅間は乗換えなしで約 5時間 40分かけて飯田線
94駅（起終点駅含む）195.7kmを走り、18時 24分豊橋駅に到着します。この
旅行では飯田線の区間がハイライトになります。飯田線には「日本の鉄道　車
窓絶景 100選」に掲載されている車窓絶景区間が 2区間あります。まず伊那
大島駅～飯島駅の区間ですが、伊那大島駅を過ぎると、急なカーブを繰り返し
ながら列車は天竜川の支流の谷を縫うように進み、七久保駅を過ぎると視界
が開け、車窓右には南アルプス（赤石山脈）、左には中央アルプスが望める飯田
線ならではの贅沢な車窓が展開します。また、大嵐駅～為栗駅の区間は、トン
ネルの連続です。為栗駅の前には天竜川が流れ、対岸との間に吊橋「天竜橋」
がかかっている。為栗駅付近は天竜川が大きく蛇行し、この地形を指して「信
濃恋し」と呼ばれる。平岡と為栗のほぼ中間地点で車窓が大きく開ける場所
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がある。この辺りはもともとの天竜川の蛇行部分でダム湖となって雄大な大河
のようになっており、シャッターポイントにもなっている。このように飯田線は
3000m 級の山々が連なる南アルプスと中央アルプスを眺望しながら伊那谷を
走り、天竜川の渓谷美を堪能しながら山間部をゆったり走る光景は鉄道ファン
にとっては目をそらす時間さえ惜しまれます。豊橋駅から東京駅までは時刻表
とのたたかいです。豊橋駅（18時 31分）～浜松駅（19時 7分）、浜松駅（19時
19分）～熱海駅（22時 4分）、熱海駅（22時 8分）～東京駅（23時 46分）、矢継
ぎ早に乗り換えどうにか時間内（24時）に終点に到着しました。

　なぜこれほどまでに鈍行列車にこだわるのか、一つは「青春18キップ」を使
用した旅であること、そして、いくつものローカル線を乗り継いで一日中車窓か
ら流れる風景を堪能することができるからです。名も知らぬ駅すべてに停車し、
駅と駅との間をゆったりと時間が流れるままに身を任せ、目線で車窓からの手
が届くような距離感を抱いて、景色を心に写し取ることができるからです。時
代が変わっても田園風景や、うっそうと茂る山あいの渓谷や森が遠い過去をタ
イムスリップさせてくれるのです。
　今回、「鉄道要覧　旅の栞」を編纂（へんさん）するに当たり、私自身が「時
刻表」とともに持ち歩く、いわば「旅の友」という観点で編纂しました。編纂は
「JR 鉄道路線」、「JR 以外の鉄道路線」に分けて行いました。「JR 鉄道路線」
は概ね JR 時刻表順に175路線を、「JR 以外の鉄道路線」は、北は青森（北
海道にはありません）から南は九州まで119路線を順に編纂しました。内容は
路線別に、【路線の概説】【全国美味駅弁の買える駅】【車窓絶景ポイント】【訪
ねたい駅：「日本の駅舎」100選、新「日本の駅舎」100選】【名湯：路線駅か
らのアクセス】【難読駅名】について、各種資料から選択しまとめました。
　その内容を簡単に説明します。【路線の概説】は、各路線の概要ならびに路
線の運行状況（運行系統や運行本数など）をまとめました。【全国美味駅弁の
買える駅】は、専門家が推薦する美味しい駅弁の買える駅名と駅弁を示しまし
た。旅の楽しみの一つは、車内で車窓からの眺めを楽しみながら食べる駅弁
だと思います。網掛けしてある駅弁は、ベスト100の駅弁に選ばれたいわば、
有名ブランドです。【車窓絶景ポイント】は、数ある絶景ポイントの中から専門
家が選びぬいた絶景ぞろいです。是非見逃さないで車窓からの絶景を楽しん
でください。【訪ねたい駅：「日本の駅舎」100選、新「日本の駅舎」100選】は、
駅（後世に残しておきたい名駅舎）に主眼をおいた情報です。2012年 10月1日
に東京駅が創建当時の姿でリニューアルオープンしました。今一番注目を集
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めていますが、旅の途中で、是非、日本に残る名駅舎を訪ねていただきたいと
思います。大正から昭和の初期に建てられた駅舎が今も現役で働いています。
とくに木造の駅舎には時代のぬくもりと重さを感じます。毎年、このような歴史
の刻まれた駅舎が消えていきます。これも宿命かもしれませんが、歴史が刻み
込まれた駅舎を是非旅の想い出に訪ねていただきたいと願うものです。【名湯：
路線駅からのアクセス】は、日本各地にある温泉から、3誌の専門家が選んだ
名湯百選を紹介しています。名湯と呼ばれる温泉の概要と、路線の駅から温
泉までの行き方（アクセス）を示しました。旅の疲れは、名湯でリフレッシュし
てみてはいかがでしょうか。【難読駅名】は、比較的読みにくい駅名を選び紹
介しています。旅のつれづれに、その駅名表示も忘れずに記憶にとどめておい
てください。
　もう一つの企画は、地下鉄、路面電車、モノレール、鋼索鉄道（ケーブルカー）、
索道（ロープウエイなど）の各種鉄道を、鉄道の種別にまとめてみました。
　鉄道の基礎の項で鉄道の分類を示しましたが、本誌ではこれら各種鉄道を
含む全鉄道の要覧として、ご利用いただければ幸いです。
　鉄道には、このほかにトロッコ列車や SL 列車等のイベント列車もあります。
これらイベント列車についても最新の情報をもとに編纂しました。

　さて、私たちは例えどんな旅行であっても、また、旅慣れた人であっても、旅
行の前には時刻表とにらめっこし、ある程度の路線に関するおおまかな情報を
集めるのは楽しいものです。今回の旅行のハイライトは何かを決めるのも胸が
わくわくします。ハイライトが決まればどういうコースにするか、路線の車窓絶
景ポイントはどこか、どの駅で美味しい駅弁が買えるのか、時間があれば是非
一度は見ておきたい駅舎はどの駅か、路線から行ける温泉に関する情報（アク
セス方法）など、列車のなかでも気軽にご覧いただければ幸いと思います。列
車の中では思う存分、電車に揺られながら移り変わる車窓の風景と時間に身を
任せ、心身ともにリフレッシュしてください。
　日本の道路も土の道が消え、また、わら葺きの家も見かけなくなり、都市も
地方も格差がなくなりました。しかし、人里離れた山間部に行けば手付かずの
原風景に遭うことができるのです。多分、新幹線では観ることもできない原風
景に出遭えるのも鈍行列車のよい点でありましょう。
　この書が単なるマニアだけではなく、企画書として活用していただければ幸
いに思います。旅は企画することから始まります。わが国は北海道、本州、四国、
九州の四つの島が一本のレールでつながっています。日本中の2点を一本の線
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で結べば一つの旅の企画ができあがります。無数にある点と点を手繰り寄せ、
線で結べば一つの旅行が成立します。
　旅の楽しさは、いろいろな人との出遭いもまた格別な思いを新たにします。
また、駅弁を食べながら車窓から流れる景観に見とれることも心を癒す上で
必要なことといえましょう。近年、免疫に関する多くの著書が書店の店頭に並
んでいます。自律神経の副交感神経を活性化すること（リラックスモードにス
ウィッチオン）が免疫を活性化するともいわれています。ゆったりと自然の景観
に見とれながら、身体も心も癒してみてはいかがですか。これも免疫を活性化
する一助となっていることも忘れてはならないことだと自分に言い聞かせなが
ら、鉄道の旅を楽しんでいます。

　　2013年　1月吉日
井上かおる　　
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（1）　鉄道の種類と分類
　鉄道とは専用の用地にレールを敷設した線路上を動力を用いた車両を運転
し、人や物を迅速・安全に運搬する陸上交通機関。狭義にはレールを敷設し
た線路をいう。専用の用地でなく、一般道路上に敷設された路面電車は、法
制上は軌道とよんで区別している。
　鉄道に関する基本的な法律に「鉄道営業法」と「鉄道事業法」がある。「鉄
道事業法」に関連する省令の「鉄道事業法施行規則」第4条に鉄道の種類とし
て、「普通鉄道」「懸垂式鉄道」「跨座式鉄道」「案内軌道式鉄道」「無軌条電車」
「鋼索鉄道」「浮上式鉄道」と「前各号に掲げる鉄道以外の鉄道」が挙げられ
ている。

普通鉄道
　二本のレールで構成された線路を走る一般的な鉄道で、地下鉄道、路面電
車などが含まれる。

懸垂式鉄道
　モノレールの一種で、一本の鋼製箱形レール（チューブ状に延び、下面中央
部が開いている）に車両の走行部分が収まり、車体がそれにぶら下がる構造の
もの。千葉モノレールなど。

跨座式鉄道
　モノレールの一種で、一本のコンクリート製レールの上に車両が跨るタイプの
もの。東京モノレール、大阪モノレールなど。

案内軌道式鉄道
　コンクリート製の平たい走行部（鉄板を敷いている場合もある）の側方また
は中央部に案内軌道（ガイドウエイ）を備え、ゴムタイヤを履いた車両がその案
内軌道に誘導されながら進む方式。新交通システムが該当するほか、札幌市
交通局のゴムタイヤ式地下鉄もこの仲間に入る。ゆりかもめ、新埼玉交通など。

無軌条電車
　いわゆるトロリーバス。走行路は一般の舗装道路で、車両の外観もバスその
ものだが、通常の電気鉄道と同様の線路上の空間にはられた架線から電力を
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得て走る。関西電力　扇沢～黒部ダム間（6.1km）、立山黒部貫光　室堂～大
観峰間（3.7km）。

鋼索鉄道
　いわゆる登山鉄道であるケーブルカー。

浮上式鉄道
　走行路（ガイドウエイ）上を磁気の反発、吸引力で浮上する車両が移動する、
いわゆるリニアモーターカー。愛知高速交通　東部丘陵線　藤が丘駅～万博
八草駅間（8.9km）。

その他の鉄道
索道　空中を渡したロープに吊り下げた輸送用機器に人や貨物を乗せ、輸送
を行う交通機関である。ロープウェイやゴンドラリフト、スキー場などのリフト
などが索道に含まれる。

（2）　日本の鉄道の発展
　日本の鉄道は官設官営方式によって1870年3月、新橋駅～横浜駅間が着
工、1872年5月、品川駅～横浜駅間が仮開業し、同10月14日には新橋駅～横浜
駅（後の汐留駅～桜木町駅）間が正式に開業した。引き続き1874年大阪駅～神
戸駅間、1877年には大阪駅～京都駅間が開業した。その後政府の財政資金の
不足により私設鉄道が発達したが、鉄道国有法1条の原則の下に、1907～08年
（明治40 ～41）にかけて主要私鉄17社を国有化し、特別会計を設置して国鉄の
基礎が確立した。第二次世界大戦後、国鉄はインフレの激化による膨大な赤字
と労働問題に揺れ、占領軍の介入によって日本国有鉄道法（昭和23年法律256
号）により1949（昭和24）年に経営を当時の運輸省から分離し、公共企業体「日
本国有鉄道」に移行した。国鉄は、主に1957年から1964年にかけ急速に施設の
建替えや建設、輸送力の強化などを推し進める。1964年には東海道新幹線が
開業し国鉄のシンボルとなった。しかし、この頃になると、自動車や航空機との
競合が厳しくなり、さらに、国の政策によるローカル新線の建設、戦後の過剰な
ほどの雇用による人件費の負担が国鉄の経営に深刻なダメージを与える事に
なった。国鉄は1987年 4月1日に、地域別の旅客鉄道会社と1つの貨物鉄道
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会社として、分割民営化された。

（3）　日本の法令上の鉄道路線　
　日本の法令上は、列車の運転系統にはかかわらず、公式に規定された起点
と終点の間が一つの路線である。鉄道事業法（昭和 61年法律第 92号）第 4
条で、鉄道事業の許可を受けようとする者が、国土交通大臣に提出する申請書
に記載すべき項目として「予定する路線」がある。鉄道事業法施行規則（昭和
62年運輸省令第 6号）第 3条には、上記の「予定する路線」について記載しな
ければならない事項として「起点及び終点」、「主要な経過地」を挙げている。

1）　日本の鉄道路線の名称　

　日本国有鉄道（国鉄）時代の路線の名称は、明治 42年（1909）告示の「国有
鉄道線路名称」を元にしていた。国鉄分割民営化後は、各社が定めた「線路
名称」（JR 線路名称公告）という台帳により定められた正式な線名が与えら
れている。JRの線名には「線路名称」をベースとするもののほか、「事業基本
計画」をベースにするものがあり、名称や区間表示が微妙になっている。例え
ば一つの線路（区間）に二つの線名が与えられる「二重戸籍区間」が存在する。
「事業基本計画」における例外的二重戸籍区間は、大阪環状線の今宮駅～天
王寺駅間（関西線・大阪環状線）、金山駅～名古屋駅間（東海道本線・中央本
線）、小倉駅～西小倉駅間（鹿児島本線・日豊本線）、代々木駅～新宿駅間（山
手線・中央本線）がある。
　私鉄においてもこれと同様の規定がされている。

2）　鉄道路線の分類　

　鉄道路線は以下のように分類される。
本線 ─ 支線 ─ （盲腸線）　
幹線 ─ 地方交通線 ─ 特定地方交通線　
営業線 ─ 計画線 ─ 建設線 ─ 未成線 ─ 廃線　
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（4）　線路の基礎知識

1）　軌間（ゲージサイズ）

　一般に、鉄道は 2本のレールの上を走行する（１本はモノレール）。従って、
2本のレールの間隔は軌間（ゲージサイズ）を表し、わが国の鉄道は4種類の
軌間が存在する。1435ミリ軌間は「標準軌」と呼ばれ、標準軌より広い軌間を
「広軌」、狭い軌間を「狭軌」と呼び、因みにわが国の鉄道で最も多く見られる
のは「狭軌」の一種、1067ミリ軌間である。「標準軌」である1435ミリ軌間は
1825年イギリスにおいて世界最初の公共用鉄道が開通した際に採用されたも
のだが、鉄道の建設に当たっては、1435ミリ軌間の「標準軌」が採択されず、「狭
軌」の一種、1067ミリ軌間を採択したかは、日本の地形（平地が少なく、山地
の厳しい条件）や建設費抑制の観点からも国鉄（官鉄）、私鉄を問わず、1067
ミリの狭軌を選択せざるを得なかったものと考えられる。

2）　日本鉄道軌間別鉄道

・1435ミリ軌間：JR各社の新幹線、京成電鉄、京浜急行電鉄、近畿日本鉄道、
阪急電鉄、西日本鉄道など多くの鉄道、多くの地下鉄各線

・1372ミリ軌間：東急電鉄世田谷線、函館市電、都電・荒川線、京王電鉄各線、
都営地下鉄新宿線の 5例

・1067ミリ軌間：新幹線を除くJR各線、東武鉄道、西武鉄道、小田急電鉄、
東急電鉄、名古屋鉄道、南海電鉄など多くの鉄道

・762ミリ軌間：黒部峡谷鉄道・本線、近畿日本鉄道・内部線、同・八王子線、
三岐鉄道・北勢線の 4線

その他の軌間
・1049ミリ軌間：御嶽登山鉄道、983ミリ軌間：箱根登山鉄道（鋼索線）
・940ミリ軌間：青函トンネル記念館、　800ミリ軌間：鞍馬寺

3）　勾配区間の線路対策

　日本国土は大きくは4つの島から成る島国だが、北海道、本州、四国、九州
共に陸地の中央部には山脈が走るため、日本の鉄道は急勾配が多いという特
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徴がある。その勾配対策として、「ループ線」、「スイッチバック」、「ラック式」
が設定されている。
　急勾配で最も懸念されるのは、車輪が滑って空転を起こし、前進不能になる
ことである。特に雨の降り始めなどは注意が必要。そこで、線路敷設の際は、
勾配率を25パーミル（1000m進むと25m登る）程度にとどめ、最大でも40パー
ミルまでとするよう留意されている。

a）ループ線：高低差の大きい区間で、高倍率を緩和するため、直線で線路を
引くところを、ぐるりと輪のように大きく一周させ、その迂回中に高低差
を縮めるというもの。代表例としては、上越線の三国山脈越えの区間の
上り線（新潟から東京に向う線路）がある。この線はいったんループ線
で高所に登り、清水トンネルで峠を抜け、再びループ線で低所に降りる
というもの。他に、北陸本線の新疋田駅～敦賀駅間の上り線、肥薩線
の大畑駅付近、土佐くろしお鉄道・中村線の川奥信号場～稲荷駅間が
ある。

b）スイッチバック：高低差のある区間で、ジグザグに線路を敷き（山の斜面を
V字やW字を横にしたような感じで線路を敷く）、列車はそこを進行、
退行を繰り返しながら坂を登って行くという方式。代表例としては木次
線の出雲坂根駅、豊肥本線の立野駅の三段式スイッチバックが有名で
ある。箱根登山鉄道では、出山信号場、大平台駅、上大平台信号場と
スイッチバックが三箇所連続して、80パーミルの難所を突破している。

c）ラック式：車輪の乗る2本のレールの中間に「ラックレール」という歯形の
軌条（レール）を敷設、そこに車両の床下に装備した駆動装置とつなが
る歯車（ピニオン）を噛み合わせ、その回転によって坂を登り降りするも
の。代表例としては大井川鐵道のアプトいちしろ駅～長島ダム駅間が
有名。かつては平成 9年に廃止された信越本線の横川駅～軽井沢駅間
で使用されていた。


